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　4月1日㈰、幼保連携型認定こども園 かわさきこども園が開
園しました。社会的な要請を背景に、質の高い幼児教育・保育
を提供できる園として、待機児童解消や子育て支援で地域貢献
をめざします。
　本園では「人間（ひと）をつくる　体をつくる　生涯にわた
る知の基盤をつくる」の教育理念のもと、子どもたちの健やか
な成長を支援していきます。

　4月1日㈰午前10時30分から、伊東香織倉敷市長をはじめ
とする多くの来賓の方々をお迎えし開園式が挙行され、4月
2日㈪から保育部門の受入開
始、4月13日㈮10時から幼稚
園部門の子どもたちも加わり
入園式を行いました。園舎は
毎日子どもたちの元気な声に
包まれて、活気に満ち溢れて
います。

かわさきこども園 開園

創立50周年記念スローガン決定 「かわらぬ思い、このさきも」

◆第１回倉敷市男女共同参画推進事業所認定（2017/10/1）
◆赤磐市との包括連携協定締結（11/21）
◆ 黒潮町との危機管理・防災教育に関する包括的な覚

書締結（12/20）
◆創立50周年記念スローガン決定（2018/1/4）

◆学園防災の日（1/20）
◆ 総合医療センター 岡山市景観まちづくり賞受賞（1/22）
◆ ふるさと霧島市に川﨑祐宣初代理事長・川崎学園 

パネル常設展示（2/18）
◆川崎学園新女子学生寮起工式（3/20）

◆かわさきこども園開園（4/1）
◆川崎学園入学時合同研修2018（4/14）
◆川崎学園市民公開講座スタート（4/21）
◆かわさき春の体験授業＆病院探検（4/28）
◆川崎学園創立記念日（6/1）

学園の今   （2017.10月〜2018.6月） Webサイトで最新のトピックをご覧いただけます。　 川崎学園Webサイト ＞ News   各施設Webサイト 

　川崎学園が2020年に創立50周年を迎えるにあたり、
「学園創立50周年記念スローガン」を決定しました。 
学園の教職員・学生・卒業生等へ募集をし、総数730作品
の応募から最優秀作品賞に選ばれたものです。

　「学園が、いつまでも地域や社会から信頼される存在
であり続けるように、一人一人の心に響くスローガン
を」との思いが込められています。
　なお、学園創立50周年記念ロゴマークは、現在選定中です。

学園建設前の松島地区遠景
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分の目で見る「病院探検」では、病院内を見学しました。複数
の職種を同時に学ぶことで、さまざまな職種のメディカルス
タッフが力を合わせて働いていることを実感したようでした。
　また、保護者向けには、『成長と栄養―脳を活性化する食生
活』、『脳科学からみた勉強法』の２つのセミナーも開催されま
した。
　閉会後に熱心に質問
する方も多数おられ、
アンケートにも「とて
も貴重な体験ができ
た」、「将来の夢が見つ
かった」など、大好評
をいただきました。

川崎医療福祉大学
川崎医療短期大学
川崎リハビリテーション学院

　4月28日㈯、川崎医科大学総合医療センターにおいて、「か
わさき春の体験授業＆病院探検」を開催しました。このイベン
トは、医療福祉分野の専門職をめざす中学・高校生を対象に、
メディカルスタッフを育成する川崎学園の3校で、学生がどの
ようなことを学び、どのような場所で実習をおこない、学んだ
ことをどう社会で実践していくのかを知ってもらおうと、川崎
学園アドミッションセンター主催で企画しました。
　初開催となった今回は、募集定員72名に対し144名の応募
があり抽選となりました。当日は、当選者と保護者合わせて

118名の皆さんに参
加いただきました。
　 参 加 者 は、3つ の
コースに分かれ、まず

「体験授業」ではそれぞ
れの職種に関する講義
と演習を体験。その後、
授業の内容を実際に自

Ａコース Ｂコース Ｃコース
看護師 臨床工学技士 視能訓練士、言語聴覚士

管理栄養士 臨床検査技師 理学療法士、作業療法士

ホスピタルデザイナー 診療放射線技師 介護福祉士、
医療ソーシャルワーカー

　川崎医療福祉大学では、2019年4月、「保健看護学部」と「リハビリテーション学部」の２学部を新設し、
３学部15学科から、新たに5学部17学科となります。既存の学科・専攻の実績と学びを継承し、教育体制のさ
らなる充実を図ってまいります。

川崎医療福祉大学
「保健看護学部」「リハビリテーション学部」を新設、５学部17学科へ

＊設置計画中（2019年度開設予定）

リハビリテーション分野
が独立して、リハビリテー
ション学部となり、４学科
で構成されます。

〈現在〉 〈2019年度より〉

医療福祉学部
　医療福祉学科
　臨床心理学科
　保健看護学科
　子ども医療福祉学科

医療技術学部
　感覚矯正学科
　　視能矯正専攻　言語聴覚専攻
　健康体育学科
　臨床栄養学科
　リハビリテーション学科
　　理学療法専攻　作業療法専攻
　臨床工学科
　臨床検査学科
　診療放射線技術学科

医療福祉マネジメント学部
　医療福祉経営学科
　医療秘書学科
　医療福祉デザイン学科
　医療情報学科

医療福祉学部
　医療福祉学科
　臨床心理学科
　子ども医療福祉学科

保健看護学部＊

　保健看護学科＊

リハビリテーション学部＊

　理学療法学科＊

　作業療法学科＊

　言語聴覚療法学科＊

　視能療法学科＊

医療技術学部
　臨床検査学科
　診療放射線技術学科
　臨床工学科
　臨床栄養学科
　健康体育学科

医療福祉マネジメント学部
　医療福祉経営学科
　医療情報学科
　医療秘書学科
　医療福祉デザイン学科

保健看護学科が独立して
保健看護学部になります。
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入試区分 専願・併願※1 出願期間 試験日 合格発表 試験会場 備考

川崎医療福祉大学

川崎医療短期大学

川崎リハビリテーション学院

ＡＯ入試  前期 専願 8/2〜14 8/25㈯ 8/31
出願した

各校
ＡＯ入試  後期 専願 9/6〜18 9/29㈯ 10/5

推薦入試  前期
公募 専

願 10/5〜17 10/27㈯ 11/2有資格※2
指定校※3

推薦入試  後期A日程 併願 11/2〜14 11/25㈰ 12/1 医療福祉大学
大阪　姫路
米子　広島
山口　高松
松山　高知

福岡
東京（一般のみ）

A・Bの両日程の
受験可能推薦入試  後期B日程 併願 11/26㈪

一般入試  前期A日程 併願

1/8〜22

1/30㈬

2/8

A・Bの両日程の
受験可能一般入試  前期B日程 併願 1/31㈭

センター試験利用入試 併願 1/30㈬・31㈭
いずれかで面接

一般入試前期との
同時出願可能

一般入試  後期 併願 2/5〜15 2/22㈮ 2/28 医療福祉大学
※１  併願入試区分は、医療福祉大学、医療短期大学およびリハビリテーション学院の各学科の併願が可能です。ただし、センター試験利用入試についてはリハビリテーション学院を除きます。
※２  推薦入試前期の有資格入試は、医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション学院の全学科で実施します。
※３  指定校推薦は全学科で実施します。該当校には通知しますが、公表はしません。

2019年度 3校合同入試情報 5月現在の情報です。詳細は6月下旬に各校Webサイトに掲載します。

試 験 区 分 出願期間 試　　験　　日 合格発表 募集人員

川 崎 医 科 大 学

特別推薦入試（専願） 11/1〜7 一次　11/10㈯ 11/30 約20名
（中国・四国地域出身者出願）二次　11/24㈯

地域枠入試 12/1〜1/19 一次　1/27㈰ 2/6
岡山県地域枠（専願）約10名
静岡県地域枠（専願）10名
長崎県地域枠（専願）   6名

一般入試 二次　2/1㈮又は2㈯ 約50名
大学院 未定 25名

川崎医科大学附属高等学校 専願入試（※1） 1/20㈰
一般入試（※1） 2/17㈰

川崎医療福祉大学
編入学 8/21〜28 9/7㈮ 9/13 42名
編入学二次（※2） 2/12〜19 2/28㈭ 3/5 若干名
大学院入試 修士課程・博士後期課程1期 8/21〜28 9/7㈮ 9/13 修士59名  博士若干名（※3）
大学院入試 修士課程・博士後期課程2期 2/12〜19 2/28㈭ 3/5 修士26名  博士若干名（※3）

（※1）附属高校の内容は、現時点の予定です。正式な日程は7月下旬に発表する募集要項でご確認ください。
（※2）9/7の試験で定員を充足しなかった場合実施。　　（※3）博士後期課程1期・2期合わせて17名。

５月現在の情報です。詳細は各校のWebサイトをご覧ください。2019年度 入試情報

川崎医療福祉大学
初の心理職の国家資格「公認心理師」養成カリキュラムスタート

川崎医科大学
　8月18日㈯	 12：30～
　問合せ先　☎086-464-1012	教務課

詳細は各施設のWebサイトをご覧ください。
上記日程以外で個別に見学等をご希望の方は、
各校にお問い合わせください。

オープンキャンパス・学校説明会 ※は学園祭（P4参照）と同時開催

川崎医療福祉大学
　  8月  5日㈰	 	 10：00～
※10月20日㈯・21日㈰	 10：00～
　問合せ先　☎086-464-1004	入試課
川崎医療短期大学
　  8月18日㈯	 	 13：00～
※10月20日㈯・21日㈰	 10：00～
　問合せ先　☎086-464-1033	教務課

川崎リハビリテーション学院
　  8月  4日㈯	 13：30～
※10月20日㈯	 13：30～
　問合せ先　☎086-464-1179	事務室

川崎医療福祉大学・川崎医療短期大学・
川崎リハビリテーション学院
3校合同オープンキャンパス
　  6月17日㈰	 10：00～
　  7月22日㈰	 10：00～
　  3月17日㈰	 13：00～
　問合せ先　☎086-464-1064

川崎学園アドミッションセンター

川崎医科大学附属高等学校
≪学校説明会：本校≫
　第1回   7月22日㈰	 10：00～
　第2回   8月26日㈰	 10：00～
　第3回 10月28日㈰	 10：00～
　問合せ先　☎086-462-3666	事務室

　本学の臨床心理学科および大学院臨床心
理学専攻では、4月から、国家資格「公認心
理師」の養成カリキュラムを開始しました。
　「公認心理師」は、わが国初の心理職の国
家資格です。2015年９月９日公認心理師
法が成立し、2017年９月15日に施行され
ました。「保健医療」や「福祉」、「教育」、

「司法・犯罪」、「産業・労働」の分野で幅広い
活躍が期待されています。
　受験資格を取得するには、次の2つの

ルートがあります。大学で必要な科目の単
位を取得して卒業後、①本学大学院や、認
可された大学院で必要な科目の単位を取得
する。または、②指定されたプログラムを
有する病院等で、最低2年間の実務を行う。
①②いずれかの修了後、受験資格を取得で
きます。
　これまでの臨床心理士養成の実績を生か
し、チーム医療の一翼を担う「公認心理師」
の養成に取り組んでまいります。

附属病院の臨床心理センターで実習を
行う臨床心理学科の学生
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川崎医科大学同窓会 第２回ホームカミングデー
　21日㈰　10：00〜16：00（予定）　　受付/医科大学校舎棟７階706教室
川崎医療福祉大学同窓会 第12回ホームカミングディ
　20日㈯・21日㈰　10：00〜15：30　　会場/医療福祉大学3階レストラン（予定）
川崎医療短期大学同窓会 第７回松丘会ホームカミングデー
　20日㈯　10:00〜15:00　　会場/医療短期大学体育館西側、体育館101教室

統一テーマ：「一
いっさいがっさい

彩合祭」
　川崎学園祭は、医科大学、医療福祉大学、医療短期大学、リハビリテーション学院をは
じめとする学園の学生、教職員のみならず、病院の患者さんとそのご家族、地域の方々な
ど来場される全ての方々のご理解とご協力のもと、ともに創り上げる学園祭です。
　学園祭に集う者一人一人の彩

いろ

が合わさった学園祭を実現したいと考え、このようなコン
セプトにしました。� （学園祭実行委員）

川崎学園祭第44回

10月20日㈯・21日㈰

《川崎医科大学総合医療センター》
『 未　定 』
20日㈯　13:30〜15:30
会場/総合医療センター2階 川﨑祐宣記念ホール

《川崎医療短期大学》
『がんの治療と一緒に緩和ケア

〜つらい症状や気がかりを和らげる〜』
20日㈯　10:00〜11:30
会場/医療短期大学 体育館102教室

公開講座 （学園祭同時開催）

「腎臓を守って健やかな長寿を実現しよう」
20日㈯　13：30～15：00
　講師　柏原 直樹　　医科大学 腎臓・高血圧内科学 教授、附属病院 腎臓内科 部長
　会場　現代医学教育博物館 3階講堂

川崎医科大学附属病院 医学講演会

「体内の水の冒険 ～腎臓～  知ろう！慢性腎臓病について」
20日㈯・21日㈰　会場　現代医学教育博物館 2階

医学展

ホームカミングデー

オープンキャンパス
詳細はP3参照

速報

※各種イベント情報等は決定次第、Webサイトでお知らせします。

「川崎学園市民公開講座」スタート

　第1回は４月21日㈯午後２時から、くらしき健康福祉プラザ
において、附属病院の園尾博司病院長を座長とし、「乳がん―

早く見つけて命と乳房を守ろう―」をテーマに開催されまし
た。川﨑誠治理事長の開会挨拶に始まり、園尾博司病院長、
乳腺甲状腺外科学 紅林淳一教授、形成外科学 戎谷昭吾准教
授、看護部 井上雅子看護主任の４名の講師により、乳がんの
予防と早期発見、乳がん治療の最新知識、わかりやすい乳房再
建術、乳房自己検診の方法などの講演が行われ、一般市民や地
域の医療関係者など約230名の参加者が熱心に聞き入ってい
ました。また、閉会にあたっては伊東香織倉敷市長よりご挨拶
をいただき、川崎学園の倉敷市に対する貢献について感謝の弁
を賜りました。

　学園では、2015年に倉敷市と包括連携協定を締結しており、医療・保健・福祉を中
心に地域振興や防災等を含めた広い分野において、双方の資源を有効に活用した活動
を推進しています。その一環として、2018年度から倉敷市の共催のもと、『川崎学
園 市民公開講座』を毎月1回開催します。健康や医療に関する内容を取り上げ、生活
の質の向上に役に立つ情報を提供していきます。

　開催に先立ち、倉敷市の伊東香織市長と、川﨑誠治理事長が記念対談を行い、山陽
新聞へ対談内容が掲載されました。学園Webサイトにて紙面をご覧いただけます。

2018年4月20日(金)　　　山陽新聞[特集]

　学園Web�サイト＞�MEDIA�＞�2018/04/24　山陽新聞　
　「温もりあふれる健康長寿のまちに」（記念対談）　

今年度の予定 〈開催時間〉14：00～16：00　　　〈場所〉くらしき健康福祉プラザ　５階プラザホール
回 開催日 テーマ 座　長

1 4/21㈯ 乳がん
－早く見つけて命と乳房を守ろう－ 附属病院 病院長 園尾 博司

2 5/19㈯ 健康寿命
－100歳まで介護されない健康なからだ－ 医療福祉大学 学長 椿原 彰夫

3 6/16㈯ ロコモ，高齢者が聞いてためになるお話
－健康寿命を延ばすために－ 附属病院 副院長 長谷川 徹

4 7/21㈯ 骨の健康　骨粗鬆（しょう）症による骨折を防ぐ
－川崎医科大学の取り組み－ 医科大学 学長 福永 仁夫

5 9/8㈯ 肺の生活習慣病－ＣＯＰＤとは－ 附属病院 副院長 中田 昌男

回 開催日 テーマ 座　長

6 10/13㈯ 介護予防
－はつらつとした老後をおくるために－ 医療短期大学 学長 小池 将文

7 11/10㈯ 心不全－高齢社会の医療問題－ 附属病院 院長補佐 上村 史朗

8 1/12㈯ みんなで支える在宅医療・介護 医療福祉大学 副学長 秋山 祐治

9 2/9㈯ 生活習慣の改善が肝臓寿命を延ばす 附属病院 院長補佐 日野 啓輔

10 3/9㈯ どうする認知症？ 医科大学 副学長 砂田 芳秀

※テーマは現在の予定です。詳しくは、学園Web サイト「川崎学園市民公開講座」特設ページをご覧ください。

KAWASAKI CLUB会員の皆様も、ぜひお越しください
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　良好な景観形成や地域の魅力あるまちづくりに貢献している建築物などを表彰する、
2017年度の「岡山市景観まちづくり賞」に、川崎医科大学総合医療センターが選ばれ
ました。
 当院の建物は、周辺の街並みとの調和を考慮し、外観は落ち着いた色彩を基調として
おり、建物周辺や歩道には緑地帯を設けて
います。また、緑豊かな2つの庭園を高層
階に配置して内部に居ながら周囲の景観や
太陽の光、樹木の緑が開放的に望めるよう
に、癒しの環境と都市景観を創出する点に
工夫を凝らしました。なかでも、高層の威
圧感を抑えるセットバック（壁面後退）や
地域に開放したオープンスペースの整備が
高く評価されての受賞となりました。

岡山市景観まちづくり賞受賞

川崎学園　女子学生寮着工（2019年10月開寮予定）

供され、食生活も安心です。プライベートな空間と、学友と共に過ご
す共有スペースを兼ね備え、十分なセキュリティ体制で安全性も整っ
た快適な寮を目指しています。
　2019年10月の開寮に向けて、現在建築は順調に進んでいます。

　学園では、緑豊かな川崎医療短期大学敷地内に女子
学生寮を新築いたします。3月20日㈫に新築工事の安
全祈願を行い、4月5日㈭から本格的な建築工事が開始
されました。
　建物概要は建築面積2,035㎡、延べ床面積14,571
㎡、鉄筋コンクリート造、地上10階建てです。寮室は
514室で、机、ベッド、冷蔵庫、エアコン、インター
ネットを完備しています。1Fのフードコート、ベーカ
リーでは朝夕のバランスのとれた多彩なメニューが提

外観イメージ

室内イメージ

新

　2017年度、岡山市北消防署と医療福祉デザイン学科の協働
により、ＮＢＣ災害対策（N：放射線や核などのテロ、B：生物
テロ、C：薬品などの化学テロ）として避難用ピクトグラムを
開発しました。2020年の東京オリンピックに向けた、外国人
や障がいのある方にも伝わりやすい避難誘導のアイデアとし
て、消防庁より全国表彰されるなど高い注目を集めています。

　また、岡山市消防行政への多大な貢献と功労があったとし
て、2017年12月に開発メンバーに対して岡山市消防局長よ
り感謝状が贈呈されました。ピクトグラムは、各メディアで紹
介されたほか、県外の消防署からも使用依頼が届くなど、広が
りを見せています。

医療福祉デザイン学科
岡 山 市 消 防 局 協働開発 災害避難用ピクトグラム全国表彰
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今回の出展は霧島市役所  保健福祉部  保健福祉政策課からの
依頼によるものです。パネルは縦110cmx横180cmを２枚並
べたもので、旧制高校まで過ごした鹿児島でのエピソード、岡
山医科大学卒業後の岡山での足跡、1970年創設以降の川崎学
園の発展を紹介しています。
　健康福祉まつりの来場者は約4,000人で、多くの皆さんにご
覧いただきました。パネルは現在、横川総合支所に移され、常
設展示されています。
　横川町の生家跡には、記念碑が建立されています。「横川町
出身の偉人を広く町民に認知してもらい、郷土の誇りとして、
また、21世紀を担う子ど
もたちの将来に向けての
活力源になってほしい」と
の思いから当時の横川町
長らが発起人となり、町内
外の多くの賛同者から寄
せ ら れ た 募 金 に よ っ て
2000年に建立されたもの
です。
横川町の生家跡に立つ生誕記念碑。
縦２ｍで、高さ１mの台座の上に据え
られ、台座には碑文が刻まれている。

▶

　2017年11月
21日㈫、川崎学
園は、赤磐市と医
療・保健・福祉を
中心に防災・地域
振興等を含めた
広い分野におい
て相互の連携を
強化し、双方の資
源を有効に活用

した活動を推進するため、包括連携協定を締結しました。
　赤磐市役所で協定書の締結式が行われ、友實武則市長と川﨑
誠治理事長との間で協定書が取り交わされました。友實市長は

「今回の協定締結は、市民の生活、健康管理、医療だけでなく
さまざまな分野で大きな力となり、市民に安心感を与えていた
だくことになる」と述べられました。また、川﨑理事長は「医
学・医療福祉の多方面分野の人材を養成して地域に送り出して
いる。また、病院では救急医療のみならず、大学病院として高
度な医療を提供できる病院として赤磐市民の皆様の期待に応
えられるように頑張っていきたい」と挨拶されました。
　川崎学園が行政機関と包括連携協定を締結するのは、倉敷
市、総社市、備前市、岡山市に次いで、５番目となります。

　高知県幡多郡黒潮町と川崎学園は、2017年12月20日㈬
午前９時から黒潮町保健福祉センターにて危機管理・防災教育
に関する包括的な覚書を締結しました。2016年７月６日、川
崎学園は非営利法人AMDAと南海トラフ地震発生時の医療支
援派遣に関する協定を締結しており、災害発生時に、医療支援
チームを派遣する町が黒潮町となります。
　大西勝也町長は「町として人命確保についてできることは
行ってきた。これからは助かった命をどのように繋いでいくか
であり、川崎学園のような専門機関に指導いただき機能向上を
図りたい」と述べられました。
　川﨑誠治理事長は「黒潮町を挙げての取り組み、町民の皆様
の取り組みを学
園教職員学生に
教えていただき、
学ばせていただ
きたい。今後も双
方向の連携を図
りたい」と挨拶さ
れました。

赤磐市と川崎学園が
包括連携協定締結

黒潮町と川崎学園が危機管理・防災教育
に関する包括的な覚書締結

　２月18日㈰、鹿児島県霧島市で開催された「第11回霧島市
健康福祉まつり」に、学園創設者 川﨑祐宣初代理事長及び川
崎学園を紹介するパネルを出展しました。
　霧島市にある横川町は、川﨑祐宣初代理事長のふるさとで、

ふるさと霧島市に川﨑祐宣初代理事長・川崎学園パネル常設展示

霧島市横川総合支所に常設展示されているパネル

学会・研究会名 開　催　日 会　　　場 代　　表　　者

第74回 日本弱視斜視学会総会 2018/7/6〜7 倉敷市民会館 会　　長：三木 淳司 （川崎医科大学　眼科学1教授）

第131回 中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2018/10/5〜6 倉敷市民会館 倉敷アイビースクエア 会　　長：長谷川 徹 （川崎医科大学　整形外科学教授）

日本臨床検査自動化学会 第50回大会 2018/10/11〜13 神戸国際会議場 神戸国際展示場 会　　長：通山 薫　 （川崎医科大学　検査診断学教授）

第25回 日本航空医療学会総会 2018/11/3〜4 川﨑祐宣記念講堂 川崎医療福祉大学 会　　長：荻野 隆光 （川崎医科大学　救急医学教授）
名誉会長：小濱 啓次 （川崎医科大学　名誉教授）

本学園の教職員が 大会長を務めます
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　今年度よりKAWASAKI CLUBのWebサイトを全面 
リニューアルしました。川崎学園のWebサイトとあわ
せてのリニューアルで、スマートフォン対応となってお
り、川崎学園のWebサイトでは、メディア情報や最新
ニュースが見やすくなっています。
　川崎医科大学附属病院、川崎医療福祉大学のWeb 
サイトもそれぞれ昨年度リニューアルしております。ぜひご覧ください。

学園のなかま� 2018年5月1日現在

在学生　川崎医科大学   774名

　　　　川崎医療福祉大学   3,939名

　　　　川崎医療短期大学   676名

　　　　川崎医科大学附属高等学校   71名

　　　　川崎リハビリテーション学院   178名

在園児　かわさきこども園   70名

教職員   4,605名

卒業生　川崎医科大学   4,505名

　　　　川崎医療福祉大学   19,877名

　　　　川崎医療短期大学   15,358名

　　　　川崎医科大学附属高等学校   1,669名

　　　　川崎リハビリテーション学院   1,954名

KAWASAKI CLUB会員   48,420名

※ 委託職員を含む

※

　倉敷市では、2016年から女性が多様な働き方ができる社会の実現に向けて、事
業所等の理解、意識改革を促進するために、倉敷市内の事業等と共同で「ワーク・
ライフ・バランス推進セミナー検討会議」を行っており、川崎学園も会議発足当初
から参加しています。
　この中で、各事業所の男女共同参画に向けた取り
組みを評価する仕組みとして、特に高い評価を受け
た事業所に対し、「倉敷市男女共同参画推進事業所認
定証」が授与されることになり、この度、第１回と
して13の事業所が選ばれ、川崎学園も認定を受けま
した。
　川崎学園では、2009年からWLBワーキングを開
催し、2012年におかやま子育て応援宣言企業として
県知事賞受賞、2015年に子育てサポート企業として
厚生労働省認定のくるみんマークを授与されるな
ど、ワーク・ライフ・バランス実現に向けた取り組み
が評価されています。

第１回倉敷市男女共同参画推進事業所認定

　泌尿器科は、泌尿器科領域の悪性腫瘍を中心として、特に低
侵襲治療に重点を置いた診療を行っています。泌尿器腹腔鏡技
術認定医２人、がん治療認定医機構認定医２人が在籍し、
2016年8月からは da Vinciを使用した前立腺全摘術を開始し
ました。現在までに100例以上を実施し、重篤な合併症はなく
経過しています。昨年は70例施行し、前立腺全摘術の症例数
は県内３位となりました。最近では、県外からの患者も増え、
今後は、腎癌や膀胱癌に対するロボット手術も行っていこうと
考えています。

川崎医科大学総合医療センター
泌尿器科

診療科
ご案内

上原 慎也 准教授

　血液内科では血液疾患を中心とした内科疾患の診察や、診療
困難な症例の解析、難治性血液疾患の治療を行っています。ま
た日本骨髄バンク、日本さい帯血バンクの「登録医療機関」と
して認定されており、非血縁を含め骨髄移植、末梢血幹細胞移
植、さい帯血移植のすべての同種造血幹細胞移植に対応可能
で、適応症例（白血病や悪性リンパ腫などの血液悪性疾患）に
は積極的に移植を施行しています。さらに、岡山県における

「エイズ治療中核拠点病院」であり、当院を中心に中国四国地
方における高度なHIV/エイズ診療を担っています。

川崎医科大学附属病院
血液内科

診療科
ご案内

和田 秀穂 教授 近藤 英生 教授

� Webサイト
をリニューアルしました

Click!
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KAWASAKI	CLUBは、会員の皆様を対象に、生涯学習・生涯教育の場として発足しました。情報誌として年2回「KAWASAKI	CLUB	NEWS」をお届けい
たします。KAWASAKI	CLUBの運営や「KAWASAKI	CLUB	NEWS」へのご要望ご提案をお待ちしています。
住所変更・カード紛失等がございましたら、メールか電話にてお知らせください。
また、「KAWASAKI	CLUB	NEWS」が届いていない方をご存じでしたら、情報（氏名、住所等）をお寄せください。

☎ 086−464−1
い ご よ ろ し く

546 　  club@med.kawasaki-m.ac.jp 　〒701−0192 倉敷市松島577（川崎学園内 本館棟 8 階）
※電話受付時間は、月〜金曜9：00〜16：30　土曜9：00〜12：00　（日曜、祝日、12/29〜1/3、6/1学園創立記念日はお休みです）

❖山陽新聞MEDICA　
　【医学教授に聞く】
　◦皮膚通じ患者の全身診る（5/8）
　a精度高い検査で的確診断（4/16）
　◦カプセル内視鏡に実績（4/3）
　◦想定外リスク減らす手術を（3/19）
　bダヴィンチでより安全に（3/5）
　◦QOL損なわない治療（2/19）
　【がん治療最前線】
　◦免疫チェックポイント阻害剤を知ろう（5/21）
▪新聞
　◦温もりあふれる健康長寿のまちに／山陽新聞（4/20）[川崎学園]
　◦不眠、イライラ注意／山陽新聞（4/13）[附属病院]
　◦教育、保育で地域貢献／山陽新聞（4/3）[こども園]
　◦心理的治療で慢性疼痛緩和／山陽新聞（4/2）[医科大学]
　◦学園の総合力生かし地域貢献／山陽新聞（4/1）[川崎学園]
　◦卒業制作に防災啓発冊子／朝日新聞（3/26）[医療福祉大学]
　◦赤ちゃんの股関節脱臼／山陽新聞（3/22）[附属病院]
　cドクターヘリ	新時代へ[上][下]／朝日新聞（3/7・8）[附属病院]
　dVR映像で「徘徊」理解／山陽新聞MEDICA（2/19）[医療短期大学]
　◦みんなでつくろうバリアフリー社会／山陽新聞（1/14）[医療短期大学]
　e慢性硬膜下血腫	高齢化でリスク高まる／山陽新聞（2017/12/10）[医科大学]
　◦市消防局×大学生	作品が全国表彰／朝日新聞（2017/12/7）[医療福祉大学]
　◦赤磐市と川崎学園	包括連携協定を締結／山陽新聞（2017/11/22）[川崎学園]
▪情報誌『オセラ』
　医療最前線
　[附属病院]　◦血液内科（6/25予定）　◦整形外科（4/25）　◦耳鼻咽喉科（2017/12/25）　◦脳卒中科・脳卒中センター（2017/10/25）
　[総合医療センター・附属病院]　◦泌尿器科・手術支援ロボット	ダ・ヴィンチ（2/25）

川崎学園のWebサイトで最新のトピックを紹介しています。
ぜひご覧ください。 川崎学園 ＞ MEDIA 
以下は、一部紹介　（　）は掲載日・発行日

公開講座・セミナーのご案内（6月〜10月）
主催 公開講座・セミナー名 テーマ 日時 講師 会場 対象 参加費・申込 定員 問合せ先

学
園

川崎学園
市民公開講座

第３回　「ロコモ」 
高齢者が聞いてためになるお話
－健康寿命を延ばすために－

6/16㈯
14：00〜16：00

長谷川 徹（医科大学 脊椎・災害整形外科学 教授）
射場 英明（医科大学 脊椎・災害整形外科学 講師）
内野 和也（医科大学 脊椎・災害整形外科学 臨床助教）
杉 優子（附属病院 リハビリテーションセンター 主任理学療法士）

くらしき
健康福祉
プラザ
5階

プラザホール

一般 無料 なし
大学事務局

総務部総務課
086-462-1111

第４回　「骨の健康」
骨粗鬆（しょう）症による骨折を防ぐ
－川崎医科大学の取り組み－

7/21㈯
14：00〜16：00

福永 仁夫（医科大学 学長）
曽根 照喜（医科大学 放射線核医学 教授）
大成 和寛（医科大学 脊椎・災害整形外科学 講師）

第５回　「肺の生活習慣病」 －COPDとは－ 9/8㈯
14：00〜16：00

中田 昌男（医科大学 呼吸器外科学 教授）
白井 亮（医科大学 呼吸器内科学 講師）
赤木 裕子（附属病院 看護部 看護師）
千野根 勝行（附属病院 リハビリテーションセンター 副主任理学療法士）

第６回　「介護予防」  
－はつらつとした老後をおくるために－

10/13㈯
14：00〜16：00

小池 将文（医療短期大学 学長）
三宅 美智子（医療短期大学 医療介護福祉科 講師）
河邉 聡子（医療短期大学 医療介護福祉科 准教授）
辻 真美（医療短期大学 医療介護福祉科 准教授）

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

第1回市民公開講座 消化器がんとチーム医療
－チームでサポート あなたの健康－

6/30㈯
13：30〜15：30

山辻 知樹（外科 部長）
小田 佳代子（栄養部 部長）
花土 淳子（看護部 看護主任）
森國 順也（リハビリテーションセンター 理学療法士）

2階川﨑祐宣
記念ホール 一般 無料

申込必要 300名
病院庶務課庶務係
086-225-2171

（直通）

医
療
福
祉
大
学

第２回
公開講座

「今日から役立つ、
免疫力向上計画」

１話「免疫について
－知っておきたい体を守るしくみ－」

２話「運動と免疫
－腸内細菌とコンディションのかかわり－」

6/23㈯
10：00〜12：10

北中 明（臨床検査学科 教授）
松生 香里（健康体育学科 准教授）

講義棟
4601教室 一般 無料 なし

公開講座係
086-462-1111
（内線54222）３話「こころの免疫、こころと免疫

 〜心理学で免疫力アップ…できる?!」
４話「腸内細菌と免疫 
 『腸を“チョ〜”きれいに』」

7/7㈯
１0：00〜12：10

福岡 欣治（臨床心理学科 教授）
奥 和之（臨床栄養学科 教授）

公開セミナー

地域医療福祉連携と診断群分類の必要性
① 地域医療福祉連携のための医療情報の共有

範囲と方法
② 平成30年度診療報酬改定（コーディングテ

キスト改定）をふまえて〜DPCはなぜ必要
だったのか、基礎から考え直す〜

6/23㈯
13：00〜17：00

①三上 史哲（医療情報学科 講師）
②阿南 誠（医療情報学科 准教授）

講義棟
4603教室 一般 無料

申込必要 150名
医療情報学科

086-462-1111
（内線54410）

視覚（色覚の利用）
『色を見る・色で伝える
「カラーユニバーサルデザイン」のお話』

6/30㈯
13：30〜15：00 河本 けい（感覚矯正学科 准教授） 講義棟

4602教室
医療関係者、
学生、一般 無料 なし

感覚矯正学科
086-462-1111
（内線54631）

「中高年のための水中運動」
10/2、9、16、
23㈫
10：00〜12：00

小野寺 昇（健康体育学科 教授） 医療福祉大学
温水プール 一般

１回
500円

申込必要
各

30名
健康体育学科

086-462-1111
（内線54531）

医
療
短
期
大
学

第2回公開講座
『VR（バーチャル・リアリティ）から 
　　認知症の人の「世界」を体験 
  〜新たな寄り添い方をみつけよう〜』

7/7㈯
10：00〜12：00

VR認知症ファシリテーター（シルバーウッドVR事業部）
辻 真美（医療介護福祉科 准教授）
居村 貴子（医療介護福祉科 助教）

体育館
101教室 一般

高校生
無料

申込必要

50名
公開講座係

086-464-1032
第3回公開講座 『がんの治療と一緒に緩和ケア 

 〜つらい症状や気がかりを和らげる〜』
10/20㈯
10：00〜11：30 大石 昌美（附属病院 緩和ケア認定看護師） 体育館

102教室 200名

現在決定している主なものです。最新情報は各施設のWebサイト等でお知らせいたします。

岡山県生涯学習大学、吉備創生カレッジ、倉敷市大学連携講座でも、本学園の教員が多数講師を務めています。

　「岡山医療健康ガイド　メディカ」

は簡単に抜き取りができ、保存して

いただけます。次回は�日付です。

　主要記事や過去の記事は山陽新聞

社のホームページ「岡山医療健康ガ

イド　ＭＥＤＩＣＡ」（ｈｔｔｐ：／／ｍｅ

ｄｉｃａ．ｓａｎｙｏｎｅｗｓ．ｊｐ）でもご覧いただ

けます。

　　ながい・あつし　愛光高校（松山市）、岡山大

学医学部卒。同大学病院泌尿器科講師などを経て、

２００６年１月から川崎医科大学泌尿器科教授。同学長

補佐。日本泌尿器科学会の代議員で専門医・指導医、

日本泌尿器科学会西日本支部理事、日本がん治療認

定医機構暫定教育医、日本性機能学会副理事長・性

機能専門医、日本泌尿器科学会・日本内視鏡外科学

会の泌尿器腹腔鏡技術認定医など。�歳。

　
―
近
年
前
立
腺
が
ん
が
急
増

り

か

ん

し
、
男
性
の
部
位
別
が
ん
罹
患

数
で
は
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
、
確
実

な
治
療
法
の
確
立
が
課
題
で
す

が
、
川
崎
医
科
大
学
付
属
病
院

で
は
、
待
望
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を

使
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が

始
ま
り
ま
し
た
ね
。

　
昨
年
�
月
�
日
に
１
例
目
を

行
い
、
２
月
中
旬
ま
で
に
�

例
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

全
く
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
執
刀
医
が
患
者
さ
ん
か
ら
離

れ
た
位
置
で
コ
ン
ソ
ー
ル
を

の
ぞ
き
込
む
と
、
患
部
が
３
次

元
の
立
体
映
像
で
、
ま
る
で
顕

微
鏡
で
拡
大
し
た
み
た
い
に

明
瞭
に
見
え
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

の
〝
手
〟
は
震
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
し
、
人
間
と
違

っ
て
動
き
に
制
限
が
な
い
の

で
、
病
変
の
剝
離
や
縫
合
な
ど

の
操
作
も
よ
り
安
全
に
で
き
ま

す
。

　
カ
メ
ラ
は
自
由
に
患
部
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
そ
ば
に
は
助
手
が

つ
き
ま
す
が
、
椅
子
に
座
っ
て

い
れ
ば
い
い
。
立
ち
っ
ぱ
な
し

だ
っ
た
従
来
の
手
術
と
比
べ

て
、
は
る
か
に
楽
に
な
り
ま
し

た
。
慣
れ
て
く
れ
ば
手
術
時
間

も
も
っ
と
短
く
な
る
で
し
ょ

う
。

　
―
患
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
体
に
与
え
る
負
担
の
少
な
い

低
侵
襲
の
手
術
が
で
き
る
の

で
、
術
後
に
起
き
る
尿
失
禁
な

ど
の
合
併
症
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
電
気
メ
ス
を
使
う
と
、
ど

う
し
て
も
勃
起
神
経
が
や
ら

れ
や
す
い
の
で
す
が
、
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
は
出
血
も
少
な
い
の
で

電
気
メ
ス
を
使
う
頻
度
が
減
り

ま
す
。
勃
起
神
経
の
細
か
い
と

こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
温
存
で
き

ま
す
か
ら
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
も
よ
く
な
る
で
し
ょ
う
。

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

　
―
教
授
は
低
侵
襲
手
術
の
先

ふ

く

く

う

駆
者
で
、
前
立
腺
が
ん
に
腹
腔

き
ょ
う鏡

手
術
を
導
入
し
た
の
も
、
岡

山
で
は
最
初
で
し
た
。

　
腹
腔
鏡
は
男
性
不
妊
症
の
手

術
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
岡
山

大
学
泌
尿
器
科
に
入
局
し
て
師

事
し
た
大
森
弘
之
教
授
は
「
こ

れ
か
ら
は
内
視
鏡
の
時
代
に
な

る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
不
妊

症
を
手
が
け
て
い
た
私
が
腹

腔
鏡
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス

ま
で
行
っ
て
手
術
を
見
学
し
、

す
ご
い
と
目
を
見
張
り
ま
し

た
。

　
国
鉄
職
員
だ
っ
た
父
は
指
先

が
器
用
で
、
工
作
が
得
意
で
し

た
。
私
も
工
作
好
き
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
扱
う
電
子
工
学

を
志
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

岡
山
大
学
泌
尿
器
科
時
代
は
、

夜
遅
く
ま
で
自
分
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
を
操
作
し
て
腹
腔
鏡
手

術
を
訓
練
し
、
学
生
た
ち
に
教

え
て
い
ま
し
た
。
努
力
だ
け
で

な
く
セ
ン
ス
も
求
め
ら
れ
る
の

で
、
手
先
の
器
用
さ
を
生
か
せ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
―
川
崎
医
大
に
赴
任
さ
れ
て

か
ら
は
、
放
射
線
治
療
の
Ｈ
Ｄ

Ｒ
（高
線
量
率
組
織
内
照
射
法
）

の
症
例
も
積
み
重
ね
ら
れ
ま
し

た
。

　
腹
腔
鏡
手
術
で
は
、
少
な
い

な
が
ら
尿
失
禁
の
リ
ス
ク
が
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｈ
Ｄ
Ｒ
は

体
に
傷
を
つ
け
な
い
の
で
安
心

感
が
あ
り
ま
す
。
麻
酔
を
し
て

前
立
腺
に
針
を
刺
し
、
２
回
放

射
線
を
照
射
し
て
半
日
で
終
わ

り
ま
す
。効
果
を
高
め
る
た
め
、

体
外
か
ら
放
射
線
を
照
射
す
る

外
照
射
も
行
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
通
院
で
で
き
ま
す
。

　
い
か
に
効
率
よ
く
針
を
刺
す

か
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
放

射
線
の
照
射
は
放
射
線
科
医
と

技
師
が
担
当
し
、
刺
し
た
針
の

数
や
位
置
に
よ
っ
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
最
適
な
放
射
線
源
の

動
作
を
計
算
し
ま
す
。
１
９
９

７
年
以
来
約
１
２
０
０
例
を
治

療
し
て
お
り
、
全
国
ト
ッ
プ
の

実
績
で
す
。

　
―
Ｈ
Ｄ
Ｒ
の
適
応
や
治
療
効

果
は
腹
腔
鏡
手
術
と
同
じ
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
治
療
効
果
や
再
発
率
は
ほ
ぼ

同
等
で
す
。
術
後
の
合
併
症
を

考
慮
し
て
治
療
法
を
選
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
が
ん
が
前
立
腺

の
外
に
少
し
は
み
出
し
て
い
る

よ
う
な
場
合
、
手
術
だ
と
取
り

残
し
の
可
能
性
が
出
て
く
る
。

Ｈ
Ｄ
Ｒ
で
放
射
線
を
そ
の
部
分

に
も
当
て
れ
ば
、
が
ん
を
死
滅

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
局
所

浸
潤
が
ん
で
あ
っ
て
も
、
ダ
ヴ

ィ
ン
チ
を
使
え
ば
、
リ
ン
パ
節

や
隣
接
す
る
臓
器
の
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
取
る
拡
大
手
術
が
で
き
ま

す
。
修
練
を
積
ん
で
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

放
射
線
で
も
合
併
症
の
少
な
い

照
射
法
な
ど
を
考
え
て
い
る
の

で
、
患
者
さ
ん
は
ど
ち
ら
を
選

ん
で
も
低
侵
襲
の
治
療
を
受
け

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
―
教
室
と
し
て
今
後
、
ど
の

よ
う
な
研
究
に
取
り
組
も
う
と

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　
柱
の
一
つ
は
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
で
す
。
泌
尿
器
科
分
野
は

全
身
の
疾
患
と
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
糖
尿
病
に
よ
る
血
管
障

害
で
、
Ｅ
Ｄ
（
勃
起
不
全
）
や

蓄
尿
・
排
尿
障
害
、
神
経
因
性

ぼ

う

こ

う

膀
胱
な
ど
が
起
き
ま
す
。
大
学

院
生
た
ち
は
、
泌
尿
器
科
で
投

与
す
る
薬
に
よ
っ
て
、
同
時
に

血
管
年
齢
が
若
返
っ
て
く
る
と

い
っ
た
デ
ー
タ
を
集
め
て
い
ま

す
。
基
礎
研
究
と
し
て
、
ラ
ッ

ト
を
使
っ
た
実
験
も
や
っ
て
い

ま
す
。

　
Ｅ
Ｄ
は
全
身
疾
患
の
前
触
れ

で
あ
り
、
侮
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
陰
茎
に
は
非
常
に
細
い
動

脈
が
流
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
障

害
が
出
て
く
れ
ば
、
い
ず
れ
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
起
こ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
通
常
の
薬
が

効
か
な
い
Ｅ
Ｄ
の
方
を
対
象

に
、
特
殊
な
薬
を
自
己
注
射
す

る
治
療
の
臨
床
研
究
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
―
後
進
の
若
き
泌
尿
器
科
医

に
は
何
を
求
め
ま
す
か
。

　
入
局
し
た
人
に
は
「
ど
ん
な

こ
と
に
も
必
ず
『
イ
エ
ス
』
と

言
い
な
さ
い
」
と
指
導
し
て
い

ま
す
。
「
ノ
ー
」
と
言
っ
た
瞬

間
に
自
分
の
可
能
性
が
閉
ざ

さ
れ
る
か
ら
で
す
。
決
し
て
後

ろ
向
き
に
な
る
な
―
と
い
う
こ

と
で
す
。
最
初
は
無
駄
だ
と
思

っ
て
も
、
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い

く
う
ち
に
必
ず
自
分
の
も
の

に
な
り
、
将
来
役
立
つ
は
ず
で

す
。
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　うえむら・しろう　奈良県吉野町出身。奈良県立

医科大学卒。博士研究員として米スタンフォード大

学に留学。奈良県立医科大学准教授などを経て、２０１５

年１月から川崎医科大学循環器内科学教授、同大学

付属病院循環器内科部長。日本内科学会認定内科医

・指導医、日本循環器学会専門医、日本心血管イン

ターべンション治療学会専門医・指導医など。�歳。

　「岡山医療健康ガイド　メディカ」

は簡単に抜き取りができ、保存してい

ただけます。次回は５月８日付です。

　主要記事や過去の記事は山陽新聞

社のホームページ「岡山医療健康ガ

イド　ＭＥＤＩＣＡ」（ｈｔｔｐ：／／ｍｅｄｉ

ｃａ．ｓａｎｙｏｎｅｗｓ．ｊｐ）でもご覧いただけ

ます。

　
―
循
環
器
内
科
は
心
臓
と
血

管
に
起
こ
る
病
気
を
中
心
に
検

査
や
治
療
を
行
い
ま
す
。
疾
患

の
特
徴
や
最
近
の
傾
向
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
心
臓
の
病
気
に
は
た
く
さ
ん

の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も

多
い
の
は
心
臓
に
栄
養
を
送
る

冠
動
脈
の
動
脈
硬
化
が
原
因
と

な
っ
て
起
こ
る
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
で
す
。
他
に
も
弁
膜
症
、

り
ゅ
う

不
整
脈
、
心
筋
症
、
動
脈
瘤
な

ど
多
く
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
心
臓
病
が
進
行
す
る

と
、
全
身
に
十
分
な
血
液
が
送

れ
な
く
な
り
、
息
切
れ
や
む
く

み
が
起
こ
る
「
心
不
全
」
に
行

き
着
き
ま
す
。

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１

位
は
が
ん
で
す
が
、
心
臓
病
は

約
�
％
を
占
め
第
２
位
で
す
。

た
だ
�
歳
以
上
の
高
齢
者
で

は
、
心
臓
病
が
女
性
で
１
位
、

男
性
も
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て

が
ん
と
の
差
が
小
さ
く
な
り
ま

す
。
２
０
２
５
年
に
は
第
１
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た

方
が
後
期
高
齢
者
に
な
り
ま
す

か
ら
、
今
後
高
齢
の
心
臓
病
患

者
さ
ん
が
さ
ら
に
増
え
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
循
環
器
分

野
の
医
療
を
い
か
に
適
切
に
、

効
率
的
に
行
う
か
が
大
き
な
問

題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
―
川
崎
医
科
大
学
付
属
病
院

で
は
心
臓
病
の
新
し
い
画
像
診

断
の
開
発
を
す
る
な
ど
、
先
進

的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
伺

っ
て
い
ま
す
。

　
心
臓
の
検
査
法
に
は
、
患
者

さ
ん
の
体
に
負
担
の
か
か
ら
な

い
非
侵
襲
的
な
も
の
と
、
多
少

の
侵
襲
を
伴
い
ま
す
が
診
断
精

度
が
非
常
に
高
い
も
の
が
あ

り
、
両
方
と
も
大
変
進
歩
し
て

い
ま
す
。
特
に
非
侵
襲
的
な
エ

コ
ー
や
Ｃ
Ｔ
は
画
質
が
大
変
良

く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
次
元
の

画
像
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
３

次
元
に
再
構
築
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
方
向
か
ら
心
臓
を
観
察
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
病
気
の
有

無
や
程
度
を
詳
細
か
つ
正
確
に

判
断
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
特
に
心
エ
コ
ー
は
川

崎
医
科
大
学
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
分
野
で
あ
り
、
３

次
元
心
エ
コ
ー
も
前
任
の
教
授

が
国
内
に
先
駆
け
て
開
発
し
ま

し
た
。

　
私
自
身
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
使

っ
た
検
査
と
治
療
が
専
門
で

す
。
川
崎
医
科
大
学
で
は
冠
動

脈
疾
患
の
診
断
と
治
療
に
近
赤

外
線
を
用
い
た
光
干
渉
断
層
法

（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
と
い
う
技
術
を
応

用
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｃ
Ｔ
を
先

端
に
取
り
付
け
た
細
い
カ
テ
ー

テ
ル
を
こ
の
血
管
に
入
れ
、
動

脈
硬
化
の
程
度
を
内
側
か
ら
観

察
し
ま
す
と
、
血
管
壁
に
た
ま

っ
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
（
脂
質
成

分
）
の
状
態
な
ど
を
詳
細
に
診

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
川
崎
医
科
大
学
付
属
病
院
で

は
こ
れ
ら
精
度
の
高
い
検
査
法

を
組
み
合
わ
せ
て
、
患
者
さ
ん

一
人
一
人
で
異
な
る
病
状
を
的

確
に
診
断
し
て
、
最
適
な
テ
ー

ラ
ー
メ
ー
ド
の
治
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま

す
。

　
―
診
療
科
の
目
標
と
し
て

「
安
心
の
�
時
間
対
応
」
も
掲

げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
循
環
器
病
を
発
症
す
る
と
命

に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
一
刻
も
早
く
適
切
な
診
断

と
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
川
崎
医
科
大
学
付
属
病
院
で

は
�
時
間
体
制
で
循
環
器
内
科

の
専
門
医
が
常
駐
し
、
緊
急
の

循
環
器
病
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
る
た
め
、
近
隣
の
医
療
機
関

と
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
倉
敷
市
、
岡
山
市
西

部
の
多
く
の
１
次
医
療
機
関
、

救
急
隊
と
専
用
電
話
回
線
を
結

び
、
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
た

開
業
医
や
救
急
隊
員
が
心
臓
・

血
管
の
病
気
の
疑
い
が
あ
る
と

判
断
す
れ
ば
、
私
た
ち
専
門
医

と
直
接
話
が
で
き
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
治
療
開
始

ま
で
の
時
間
が
大
変
短
く
な

り
、
救
命
で
き
る
患
者
さ
ん
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
―
心
臓
病
患
者
は
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
疾
患
を
抱

え
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と

関
連
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
予
防
す
る
に
は
ど
ん
な
こ

と
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
で
し

ょ
う
か
。

　
循
環
器
疾
患
の
危
険
因
子
と

し
て
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
、
喫
煙
、
肥
満
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
を
併
せ
持
つ
人
も
多
く
、

二
つ
あ
る
人
は
一
つ
の
人
の
２

倍
く
ら
い
の
危
険
が
あ
る
で
し

ょ
う
し
、
三
つ
、
四
つ
と
持
っ

て
い
る
人
は
、
相
乗
効
果
で
４

倍
、
８
倍
と
い
っ
た
よ
う
に
、

ど
ん
ど
ん
心
臓
病
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
の

危
険
因
子
を
き
ち
ん
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
つ
ま
り
心
臓
病
は
、
た
ば
こ

を
吸
う
、
運
動
不
足
、
過
食
な

ど
と
い
っ
た
良
く
な
い
生
活
習

慣
が
積
み
重
な
っ
て
起
こ
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
、
そ
の
生
活
習

慣
を
改
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
さ
ら
に
定
期
健
康
診
断
や

メ
タ
ボ
の
特
定
健
診
を
受
け
、

例
え
ば
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

高
い
の
で
あ
れ
ば
、食
事
療
法
、

運
動
療
法
に
取
り
組
み
、
そ
れ

で
改
善
し
な
け
れ
ば
服
薬
治
療

も
必
要
で
す
。

　
―
臨
床
医
と
し
て
、
患
者
さ

ん
と
接
す
る
際
に
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
診
察
を
始
め
る
に
当
た
り
、

最
初
の
あ
い
さ
つ
が
大
切
と
思

っ
て
い
ま
す
。
初
対
面
の
患
者

さ
ん
が
病
気
に
つ
い
て
話
し
や

す
い
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
学
生
や
研

修
医
に
対
し
て
は
、
不
安
を
抱

え
て
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に

対
し
て
、
自
分
が
ど
ん
な
印
象

を
与
え
て
い
る
の
か
を
意
識
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
話
し
て

い
ま
す
。
最
新
の
医
学
的
な
知

識
を
広
く
身
に
付
け
る
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
患
者
さ
ん
一

人
一
人
の
こ
と
を
よ
く
考
え
、

親
身
に
な
っ
て
適
切
な
診
療

が
で
き
る
循
環
器
内
科
の
医
師

を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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▼

体育館の床にプロジ

ェクターで投影され

た升目のコース

タブレット端末に表示されるルー

レットの画面

電 車 内 が リ ア ル に 再 現 さ れ る 認 知 症 体 験 の Ｖ Ｒ 映 像 の 一 場 面

　
川
崎
医
療
短
大
（
倉
敷
市
松
島
）
が
昨
年
�
月
に
開
催

し
た
の
は
、
医
療
福
祉
系
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
「Ｔ

Ｈ
Ｅ
　
Ｓ
ｉ
ｘ
　
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
（
ザ
・
シ
ッ
ク
ス
セ
ン

ス
）
」
。
照
明
を
落
と
し
た
体
育
館
の
床
に
升
目
の
コ
ー

ス
を
投
影
し
、
車
い
す
に
乗
っ
た
主
人
公
が
駒
と
な
り
、

す
ご
ろ
く
の
よ
う
に
、
ル
ー
レ
ッ
ト
で
出
た
数
だ
け
コ
ー

ス
を
進
む
。
止
ま
っ
た
升
目
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、
認
知
症
や
障
害
を
疑
似
体
験

し
た
。

　
親
子
連
れ
を
中
心
に
し
た
約
１
６
０
人
の
参
加
者
は
、

車
い
す
に
乗
る
人
と
押
す
人
の
２
人
１
組
に
な
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
ル
ー
レ
ッ
ト
を
回
す
。
升
目
ご
と
に
「
パ

ー
ト
ナ
ー
が
軽
度
の
認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
」
「
視
覚
障

害
の
あ
る
友
人
と
久
々
に
再
会
！
　
三
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン

に
出
か
け
る
」
と
い
っ
た
指
示
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
に

現
れ
、
コ
ー
ス
外
の
疑
似
体
験
ブ
ー
ス
へ
向
か
う
。

　
記
者
も
認
知
症
の
疑
似
体
験
ブ
ー
ス
に
参
加
し
た
。
ゴ

ー
グ
ル
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
装
着
す
る
と
、
走
っ
て
い
る
電

車
の
車
内
が
リ
ア
ル
な
３
次
元
映
像
で
見
え
て
く
る
。
Ｖ

Ｒ
技
術
の
力
で
、
ま
る
で
自
分
が
そ
の
場
に
い
て
、
隣
の

ふ

ん

人
に
手
が
触
れ
そ
う
な
臨
場
感
だ
。
自
分
が
扮
す
る
主
人

公
は
、
今
ど
こ
に
い
て
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
他
人
か
ら
見
れ
ば

は

い

か

い

「
徘
徊
」
状
態
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
知
ら
な
い
場
所
に
放
り
込
ま
れ
、
ど
ん
ど
ん
不
安
が
募

っ
て
い
く
。
５
分
く
ら
い
た
っ
た
だ
ろ
う
か
。
主
人
公
は

周
囲
の
人
が
ど
っ
と
降
り
た
駅
で
思
わ
ず
一
緒
に
下
車
し

て
し
ま
い
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
ホ
ー
ム
に
立

ち
す
く
む
。
不
安
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
「
ど

う
し
ま
し
た
か
？
」
と
優
し
く
声
を
掛
け
て
く
れ
る
女
性

が
登
場
し
た
。

　
「
あ
あ
良
か
っ
た
！
」
。
Ｖ
Ｒ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
認
知
症
の
人
も
き
っ
と
、
同
じ

よ
う
に
安
心
す
る
の
だ
ろ
う
。

　
他
に
も
視
覚
障
害
、
聴
覚
過
敏
、
片
ま
ひ
の
障
害
を
疑

似
体
験
す
る
ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
参
加
者
は
学

生
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
興
味
深
そ
う
に
取
り
組

み
、
障
害
に
よ
る
不
自
由
さ
や
障
害
者
を
支
え
る
人
た
ち

へ
思
い
を
寄
せ
て
い
た
。

　
倉
敷
市
立
西
阿
知
小
６
年
三
宅
な
な
子
さ
ん
は
「
認
知

症
や
障
害
の
あ
る
人
の
気
持
ち
が
こ
れ
ま
で
よ
り
分
か
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
少
し
で
も
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
同
短
大
医
療
介
護
福
祉
科
の
山

田
順
子
教
授
は
「
介
護
や
福
祉
は
大
変
だ
と
い
う
先
入
観

が
あ
る
人
に
、
こ
う
し
た
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
身
近
な
も
の

だ
と
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
活
用
し
て
医
療
福
祉
分
野

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｕ
ｂ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ

（
ウ
ブ
ド
ベ
）
」
（
東
京
）
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
制
作

し
た
。
３
月
４
日
に
も
同
短
大
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

が
、
既
に
ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
て
い
る
。

超
音
波
メ
ス
を
使
っ
て
鶏
肉
を
切
断
す
る
児
童
（
右
）

心
臓
の
模
造
血
管
を

ピ
ッ
タ
リ
縫
い
合
わ

せ
る
吻
合
体
験
に
取

り
組
む
児
童
た
ち

　
心
臓
病
を
中
心
に
最
先
端
の
手

術
を
数
多
く
手
が
け
る
心
臓
病
セ

ン
タ
ー
�
原
病
院
（
岡
山
市
北
区

中
井
町
）
が
開
い
た
の
は
、
漫
画

の
天
才
外
科
医
に
な
ぞ
ら
え
た

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ

ー
」
。
医
薬
品
大
手
ジ
ョ
ン
ソ
ン

・
エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
共
催

し
、
昨
年
�
月
、
小
学
５
・
６
年

生
を
対
象
に
、
同
病
院
の
手
術
器

具
を
操
作
す
る
模
擬
手
術
な
ど
を

体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

　
青
い
手
術
衣
を
身
に
着
け
た
児

童
�
人
は
、
直
径
１
～
２
㌢
か
ら

ふ

ん

ご

う

数
㍉
の
模
造
血
管
の
吻
合
や
、
振

動
に
よ
っ
て
切
り
離
し
と
止
血
を

同
時
に
行
え
る
超
音
波
メ
ス
（
超

音
波
凝
固
切
開
装
置
）
で
鶏
肉
を

刻
む
な
ど
、
五
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
挑
戦
し
た
。

　
心
臓
の
拍
動
を
再
現
す
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
用
の
装
置
な
ど
も
用
意

さ
れ
、
児
童
た
ち
は
初
め
て
接
す
る

医
療
機
器
や
、
指
導
す
る
医
師
の

�
手
技
�
に
興
奮
し
て
見
入
っ
た
。

縫
合
糸
や
メ
ス
を
手
に
す
る
と
真
剣

な
表
情
に
な
り
、
手
先
が
震
え
る
と

額
に
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
模
擬

手
術
に
没
頭
し
て
い
た
。

　
岡
山
市
立
御
野
小
学
校
５
年
の
影

山
千
穂
子
さ
ん
、
加
穂
子
さ
ん
の
双

子
姉
妹
は
、
「
手
が
器
用
に
動
か

な
く
て
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
手

術
は
面
白
い
。
い
つ
か
外
科
医
に

な
れ
る
か
な
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
。
同
病
院
心
臓
血
管
外
科

の
平
岡
有
努
医
師
は
「
外
科
医
は

患
者
の
病
気
を
直
接
、
自
分
の
手

で
治
す
こ
と
が
で
き
る
仕
事
。
ぜ

ひ
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
た
。

　
倉
敷
中
央
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
倉
敷
市
美
和
）

は
�
日
、
院
内
セ
ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ラ
ー
で
ウ
ィ
ッ
グ
を
使
っ

た
ヘ
ア
メ
ー
ク
の
体
験
会
を
行
う
。

　
が
ん
治
療
で
脱
毛
を
経
験
し
た
患
者
や
家
族
、医
療
関
係
者
、

関
心
の
あ
る
一
般
女
性
が
対
象
。
一
般
社
団
法
人
ヘ
ア
ウ
ェ
ア

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
美
容
師
が
ヘ
ア
メ
ー
ク
を
実
演

し
、
希
望
者
は
変
身
し
た
姿
を
カ
メ
ラ
マ
ン
に
撮
影
し
て
も
ら

え
る
。

　
参
加
無
料
。
事
前
申
し
込
み
不
要
。
受
付
時
間
は
午
前
�
時

～
午
後
３
時
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
（
０
８
６
｜
４
２

２
｜
５
０
６
３
）
。

　
岡
山
大
学
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
３
月
３
日
、

岡
山
市
北
区
鹿
田
町
の
同
病
院
マ
ス
カ
ッ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
、
市

民
公
開
講
座
「
認
知
症
　
医
療
と
社
会
の
現
場
か
ら
」を
開
く
。

　
同
病
院
の
江
角
悟
薬
剤
主
任
は
「
こ
れ
か
ら
の
認
知
症
治
療

薬
～
新
薬
開
発
の
流
れ
と
研
究
中
の
薬
に
つ
い
て
～
」
、
弁
護

士
の
森
脇
正
氏
は
「
認
知
症
関
連
の
事
件
・
事
故
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。

　
午
後
２
時
～
４
時
。
参
加
無
料
。
希
望
者
は
事
前
に
同
病
院

医
事
課
（
電
話
０
８
６
｜
２
３
５
｜
６
４
９
９
、
フ
ァ
ク
ス
０

８
６
｜
２
３
５
｜
７
６
１
３
）
へ
申
し
込
む
。

　
認
知
症
の
人
や
障
害
者
が
知
覚
す
る
世
界
を
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現

実
）
技
術
で
疑
似
体
験
、
専
門
医
が
修
練
を
積
む
手
技
に
模
擬

手
術
で
挑
戦
―
。
ゲ
ー
ム
感
覚
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
、
医
療
や
福
祉
、
介
護
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー

が
岡
山
県
内
で
開
か
れ
て
い
る
。
担
い
手
不
足
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
分
野
に
、
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代

が
将
来
の
仕
事
と
し
て
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
｜
と

の
願
い
を
込
め
た
取
り
組
み
だ
。
（
三
宅
教
之
）
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※山陽新聞、朝日新聞以外は著作権の関係で掲載しておりません。


